
百
i

国
文
化
」
総
目
次
(
五

O
号
1
・
'
'
五
九
号
)

第
五

O
号
(
一
九
九
二
年
六
月
)

〔
巻
頭
一
一
一
一
口
)
大
塚
わ
れ
ら
興
れ
り

j
j
i
-
-
-水
沢

利

忠

孟
子
に
お
け
る
孔
子
吋
春
秋
い
制
作
説
に
つ
い
て

の
思
想
i
i
初
期
法
家
を
中
心
に
1

1

賀

栄

治

菅

本

大

二

李
陵
の
禍

原

英

夫

曹
槌
詩
考
1

1
悲
風
を
手
掛
か
り
と
し
て

i
i
中

野

胸
淵
明
に
お
ザ
る
貧
窮
の
意
味
・

匂
寸武

陶
淵
明
「
援
合
」
九
首
其
…
の
表
現
手
法
と
寓
意
に
つ
い
て

133 

勝

騎
詩
人
の
臨
時
l
l
任
撃
の
自
薦
と
文
学
l
l
高

木

重

俊

宋
代
の
詩
と
詩
論
に
お
げ
る
平
互
に
つ
い
て
1

1
蘇
執
を

中
心
と
し
て

l
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:横
山
伊
勢
雄

お
け
る
政

藤

虎

丸

口

か
ら
「
楓
柔
敦
厚
」
へ

治
と
文
学
i
l

お
け
る
「
不
出
内
」
の
詩
の
解
糖
を
め
ぐ
っ
て

四五六
五
七
八

ブし一O
四

野

髄

行

北
京
一
訪
問
の
概
数
を
表
す
グ
来
的
。
に
つ
い
て

j
牛

島

徳

次

(
研
究
ノ
ー
ト
〕

吋
柳
驚
志
異
い
に
於
け
る
帝
王
願
望
の
批
評

1
!

の
引
用
の
意
味
i
i
-

。
漢
文
学
会
略
史
(
付
資
料
)

-
北
村
良
和

O
漢
文
学
会
会
報
総
目
次
(
第
一
号
f
)
第
四
九
号
)

一
七

第
五
一
号
(
一
九
九
三
年
六
月
)

陶
淵
明
「
乞
食
」
の
詩
の
寓
意
に
つ
い
て
:
:
:
沼
口

。

思
婦
の
詩
と
月
と
・

蘇
紙
の
「
窮
」
と
「
工
」
を
め
ぐ
る
理
論
に
つ
い
て
橋

明

郎

ロ

矯

康

醇
清
一
の
「
復
性
」
思
想
i
j
i
明
代
朱
子
学
派
の
一
一
郎
州

議

次

・
菅
野
智
明

「
玉
梅
花
議
論
家
」
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て

託
制
案
驚
脅
い
の
戯
曲
化
i
i
町
一
鯨
門
繍
い
よ
り
見
た
な
制

案
驚
奇
い
の
読
ま
れ
方

:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-村
田

和

弘

「
沼
鰍
児
饗
鏡
重
樹
」
の
創
作
方
法
:
:
:
:
:
:
小
松
建
男

中
間
映
腐
の
失
わ
れ
た
系
譜

l
中
国
映
随
史
研
究
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
た
め
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
l
i
-
-
，
白
井
啓
介

一
一
七

一
二
八

一
三
七

一
六
一

j勝

一一

O
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第
五
二
号
(
一
九
九
四
年
六
月
)

察
組
〕
「
輩
幼
胡
根
の
僻
銘
」
と
衷
辞
l
l
禁
碑
の
も
た
ら
し

た
も
の
1
1
1

藤

秋

正

禅
譲
と
太
平
国
家
l
i
e
吋
尚
喜
中
候
い
に
お
付
る
禅
譲
神
話
!
i

同
り
島
場
一

開
口
H
ド
ル
昨
円
吋
叶
計
一

衛
問
植
「
遊
仙
詩
」
考
!
ー
そ
の
「
詠
慎
性
」
に
つ
い
て
i
i
t

問
淵
明
「
自
祭
文
」
〈
楽
天
委
分
以
笠
百
年
〉
考

路E立
地
(
世

李
随
隠
の
代
作
の
態
度
に
つ
い
て
l
i
「
太
尉
衛
公
会
昌
一

品
集
序
」
を
中
心
に
し
て
i
l
-
-
-
:
:
:
:
:
:
加
国
理
一
郎

と
鄭
振
鐸
l
l
商
務
印
書
館
史
の
一
断
面
i
i

戸 製ini 

林吋 l 論
外型 I ~日
史 i社 1 送
局-1-勾Eマ

のて民 E
「みg)Jl継
担ず妖承
に i ブn

っち

てヲ

村

茂

樹

昭

和

弘

及
び

吋
雷
雨
い

:
:
白
樺
寛
子

井

啓

介

1

1

曹
高
戯
曲
研
究
へ
の
一
つ
の
模
索
i
i

将

二
八

問。
第
五
三
号
(
一
九
九
五
年
六
月
)

謝
議
選
の
「
山
印
刷
賦
」
広
つ
い
て
:
j
j
i
-
-
:
安
藤
信
康

官
人
と
し
て
の
陳
子
昂
!
ー
そ
の
上
蓄
を
中
心
と
し
て
1
1
2

五
i到

木

重

俊

沼
山
堂
集
い
一
民
護
問
匂
的
一
環
考
察

-
-
J
J
・
-
劉
勲
寧

蘇
紙
の
「
墨
戯
」
i
!
文
人
画
の
形
成
i
i
i
:
・
横
山
伊
勢
雄

際
自
沙
と
湛
甘
泉
:
:
:
:
:
:
:
:
;
j
i
-
-
;
:
;
志

賀

一

期

間
予
悶
の
経
学
史
研
究
に
つ
い
て
・
:
:
i
p
-
-
:
:
向
山
修
三

漢
文
に
お
け
る
近
代
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
i
!
漢
文

科
を
め
ぐ
る
明
治
、
大
正
の
論
議
i
l
-
-
-
・
:
佐
藤
一
樹

生
徒
の
疑
問
を
活
か
し
た
授
業

!
i
克
明
記
」
項
羽
本
紀
の

場
合
i
l
-
-
j
i
-
-
;
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・
:
渡
辺
雅
之

〈
数
詞
十
動
量
詞
。
次
し
が
状
語
に
な
る
場
合
に
つ
い
て
の

一
考
察

1'¥ 

22七

谷

顕

子

第
五
回
号
(
一
九
九
六
年
六
月
)

経
警
の
行
方
・
序
挙
s
t
a
t
s
-

科
挙
終
駕
の
時
点
に
立
っ
て
i
i

13 1 

賀

栄

治

「
尚
書
中
候
い
に
お
け
る
般
湯
の
受
命
神
話
に
つ
い
てi鳴

潤

吋
港
南
子
」
の

と

ー
ー
そ
の
自
然
法
的
思
惟

四
四五司、、マム

」
/
平
'
~

七
七
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を
め
ぐ
っ
て
|
|
』

「
感
士
不
遇
賦
」
の
材
源
と
「
臨
窮
節
」
の
定
立

設
祭
と
53; 
F. 
7R 

稀

岱田
笹芳
子樹

送
葬
詩
小
論

i
i
王
褒
の
詩
を
中
心
と
し
て
|
|
藤

秋

正

李
商
憾
の
耕
文
と
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て

i
l祝
文
を
中
心

に
し
て

iji--
・:
:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
加
問
理
一
郎

高
等
学
校
漢
文
に
お
け
る
詩
単
一
冗
の
佼
誼
づ
け
細
谷
美
代
子

日
儒
林
外
史
い
に
お
け
る
空
間
描
写
の
機
能
に
つ
い
て

:
:
白
滞
寛
子

同
時
進
行
す
る
動
作
の
表
現
裂
に
つ
い
て
:
:
:
安
藤
好
恵

第
五
五
号
(
一
九
九
七
年
六
月
)

百
忠
器
用
易
い
の
卦
序
構
成
に
お
け
る
「
象
」
と
「
数
」

「
経
法
」
「
十
六
経
」
「
称
」
「
道
原
」
悶
篇
の
成
立

に
つ
い
て

i
i
「
接
老
」
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

l
l

辺

挑
合
の
詩
に
つ
い
て

i
l
中
願
期
に
お
け
る
新
し
い
悟
性
と

し
て
l
l
i

ヨE
j成

賢

二
九

四五六
五

七
七
八
九

賢大要

段
玉
裁
の
「
扱
古
関
説
文
訂
い
に
つ
い
て
:
:
:
高
橋
由
利
子

吋
隷
排
い
「
隷
篇
」
の
撰
述
呂
的
に
つ
い
て
;
・
:
加
国
明
子

日
中
近
代
文
学
交
流
史
の
中
に
お
け
る
田
漢

i
l
田
漢
と
同

時
代
日
本
人
作
家
の
往
来

!
i

谷

一

部

大
江
千
里
「
鶏
の
谷
よ
り
出
づ
る
声
な
く
は
云
一
五

・
春
上
)
の
典
拠
を
め
ぐ
っ
て

i
i和
漢
比
較
文
学
ノ

i
ト

(四

)
l
i
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:青
木

五

郎

陳
述
文
に
お
け
る
グ
来
着
。
に
つ
い
て
:
:
:
:
金
谷
顕
子

12 

第
五
六
号
(
一
九
九
八
年
六
月
)

用
公
避
居
説
小
考
l
l
鄭
玄
以
前
の
周
公
避
居
説
l
i

1 

鵠
潤
一

沈
約
の
「
修
竹
弾
甘
蕉
文
〕
に
つ
い
て
:
:
・
:
:
稀
代
麻
也
子

李
朝
「
復
性
書
」
の
「
虚
」
に
つ
い
て

i
i
王
通
『
中
説
」

の
「
遺
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
と
の
関
連
に
お
い
て
1

1繍

朱

子

の
思
想

:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:堀
池

信

夫

の
属
批
に
つ
い
て

l
i作
者
・
テ
ク
ス
ト
・

五

評
者
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
1

1

動
補
動
詞
の
認
知
的
視
点
:

田

和

弘

村嶋

広

美

日

f

引、、
一一
J
/

七
五

ームv・
/¥ 
-L. 

/¥ 

七
八
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〔
研
究
ノ
!
ト
)

雲
南
大
理
由
族
自
治
州
に
お
け
る
白
族
の
新
文
字
普
及
運
動

を

め

ぐ

っ

て

斐

勝

二

。
「
大
塚
漢
文
学
会
」
か
ら
「
中
国
文
化
学
会
」
へ

-
:
:
:
:
高
縞

(
一
九
九
九
年
六
月
)

「
飲
酒
」
〈
其
五
〉
の
詩
の
一
解
釈
!
ー
そ
の
帰
高
の
イ

と
の
関
連
を
中
心
と
し
て
1
1
1

メ
!
ジ
と

!コ

斡
愈
の
「
情
」
と
李
朝
の

i
l
「
原
性
」
と
「
復

性
書
」
の
「
中
開
稿
」
解
釈
に
関
連
し
て
i
l
i
橋

朱

子

海
上
部
派
の
図
録
類
と
学
画
法
を
め
ぐ
っ
て
・
:
松
村
茂
樹

沈
曾
棋
の
北
碑
論
:
:
:
・
:
:
:
J
a
-
-
:
j
i
-
-
・
:
:
菅
野
智
明

郭
庖
老
子
の
組
分
け
と
竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て
渡
遼

Mm採
(
一
)
:
:
:
高
橋

「
定
州
漢
墓
一
竹
簡

(
研
究
ノ

i
ト
)

別
天
武
后
著
述
六
種
考
l
i
吋
日
本
国
見
在
書
留
録
い
集
部

著
録
蓄
を
中
心
に

l
i

猛 均

司工
町

J
t
m

1芽

!~ヨ。
大

五

均

35 

第
五
八
号
(
ニ

0
0
0年
六
月
)

公
劉
・
大
王
の
受
難
と
「
括
穣
の
業
」

1

1

2げ
説
明
い
「
臨

に
お
け
る
鄭
玄
の
解
釈
i
i
t
-
-
:
:
:
:
:
間
嶋
潤
一

九
首
〈
其
…
一
一
〉
の
詩
の
寓
意
に
つ
い
て

η4MMwnn刊
行
吋
吋
ベ
J

陥山
γ
知
的
問
問
ノ

勝

沈
約
叫
ん
木
審
い
に
お
け
る
禁
興
宗
像
の
構
築
i
i
裳
祭
儀
と

の
比
較
を
通
し
て
i
l
-
-
:
:
:
:
J
J
・
-
:
:
:
稀
代
麻
由
子

張
説
の
欽
州
流
鏑
詩
に
つ
い
て
:
:
:
:
・
J
J
・
-
-
:
高
木
重
俊

王
維
「
宋
進
馬
表
辞
」
小
考
-
-
j
i
-
-
-
J
J
・
-
後
藤
秋
正

李
商
隠
の
転
機
!
ー
ー
「
鱗
児
詩
」
を
中
心
に
し
て
i
!

口

一
五

:
:
加
国
理
一
郎

現
代
中
国
語
「
お
め
で
と
う
」
考
:
:
:
:
:
:
:
・
柏
原
茂

〔
研
究
ノ
i
ト〕

肉
体
か
ら
道
へ
1

1
荘
子
思
想
の
一
考
察
l
i
石
田
志
穂

。
第
五
九
号
(
ニ

O
O
一
年
六
月
)

吋
宋
君
主
隠
逸
伝
の
陶
判
例
明

社
牧
「
昔
事
文
皇
帝
一
ニ
十
一

意
図
を
め
ぐ
っ
て
i
l
i

-
・
・
・
・
・
・
・
・
・
稀
代
麻
也
子

に
つ
い
て
!
ー
そ
の
制
作

橋

未

来

15 

黄

道

周

獄

中

手

書

《

孝

経

》

考

内

利

治

一
枚
の
写
真
か
ら
1
1
1
帰
国
前
の
駒
内
品
孫
、
陶
品
孫
と
人
影

一
五。四五五六

七

(159) 
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二
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劇
の
こ
と
な
ど

i
i

谷

一

郎

ρ
小
心
ρ

に
見
ら
れ
る
原
因
資
語
生
成
の
一
類
型

1
l
i
u小

心
。
の
話
史

i
i
:
:
:
:
J
J・
-
j
j
a
e
-
-
:
伊

原

大

策

吋
三
国
志
演
義
い
の
生
成

:
:
j
i
-
-
J
J
・
-
-
小
松
建
男

「
定
州
漢
墓
竹
筒
吋
論
誌
と
試
探
(
一
一
一
)
:
:
:
高
橋
均

〔
中
悶
文
化
学
会
平
成
一
一
一
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
西
域
と

中
国
」
発
表
要
旨
〕

39 15 27 七
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